
 
 
 
 
 
 

平成２４年４月の豊成小学校移転に向け、平成２０年９月２５日（木）午後７時より「第４回豊成小学校移

転準備検討委員会」が開催されました。 

委員１１名、オブザーバー２名、事務局職員 1２名（教育委員会職員１０名、こども課職員１名、建築営繕

課職員１名）、移転改築に係る基本設計業者４名、報道関係者２名の３１名が出席しました。議事に先立ち、

第３回委員会の内容について確認を行い、その後、検討事項等について協議を行いました。 

 

◆施設配置案の提案について 

移転する学校施設の配置案について前回までの２回に及ぶグループ別検討や、前回、基本設計業者より提案

された 2 案に対する意見等を踏まえ、事務局・業者により協議検討した配置計画案２案が提示され、各案の特

徴などが説明されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→裏面へ続きます

 
 

平成２０年１０月 第４号 豊成小学校移転準備検討委員会事務局 

・グラウンドを南に配置 

・東側・南側の２箇所から昇降口へ向かうアプローチ 

・車両入り口は学園通（車歩分離） 

・グラウンドへの西風・北風を防げる 

・普通教室からグラウンドが見える 

・機関庫の川方向へ窓や出入り口を配置し、つながりに配慮する

・2階建校舎を予定→子どもの安全性（緊急時に非難しやすい）

吹き抜けの有効配置が可能（採光） 

地域住宅街への圧迫感が少ない 

機関庫の川が日陰にならない 

Ａ案 

・1 階に南北を行き来できるピロティ（通り抜け空間）を配置

し、機関庫の川へのつながりに配慮 

・グラウンドを北に配置 

・東側・北側・南側の３箇所から昇降口へ向かうアプローチ 

・車両入り口は学園通（車歩分離） 

・ピロティより東側に普通教室エリア、西側に地域開放エリア

を配置 

・普通教室からグラウンドが見えない 

・全ての通りに対して、シンボル性や解放感がある 

Ｂ案 

☆用地の効率的な活用、良好な学習環境の確保な

どを考慮し、プール（１階）と体育館（２階）

を複層で提案しました。 

☆子どもたちの安全確保、学校施設機能の活用に

配慮し、児童保育センター（学童）とつながり

をもたせた配置を提案しました。 

プール 
体育館 

プール 
体育館 

開放 

エリア 

開 放 

エリア 

校 舎 

校 舎 

グラウンド

グ
ラ
ウ
ン
ド

学童 

学童 



◆施設配置案の検討 

校舎・グラウンドともに日当たりが良い、明るさを感じるなどの意見が多く出され、学校施設について

は校舎や体育館などを北側に配置した「Ａ案」を基本として検討をすすめていくこととなりました。なお、

児童保育センター（学童）の配置や統合プールの機能上の検証、教室等の配置などの詳細については、今

後も継続して協議・検討をすすめていきます。 

＜委員からの意見・要望など＞ 

・現在、移転用地に植わっている木はどうなるの？ 

→今後、木の調査を行い、対応について検討します。 

・機関庫の川の整備は？また、管理は学校や PTA で行うの？ 

 →河川及び河川敷地は土木現業所の管理になります。整備内容については、学校や検討委員会で意見

をまとめ、土木現業所に要望していきます。 

・体育館とプールを複層にすると建物の高さにより、学園通が日陰になる。少し場所をずらしたら？ 

→地域開放スペースとの位置関係など調整が必要になりますが、検討していきます。 

・校舎２階から直接体育館に行ける？ 

→行けるように設計をすすめる予定です。 

・来校者がすぐ分かる場所に職員室を配置してほしい 

・エコスクールという学校コンセプトが分かりやすいように、ソーラー発電などによる自然エネルギー

の活用が、子ども達だけでなく来校者に分かるような取組みをしてほしい 

→今後の検討事項とします。 

 

また、児童保育センター（学童）について、委員から下記のような様々なご意見がありました。いただい

たご意見を参考とさせていただきながら、関係機関を含め、今後も協議・検討を進めてまいります。 

 

 

◆第５回委員会のお知らせ◆ 

平成２０年１１月２０日（木）豊成小学校で開催します。 

協議事項等は 

○移転する学校施設の平面図案（教室配置など）・立面案の

検討について  

などを予定しています。 

ご意見・ご要望は教育委員会・学校までお寄せください。 

※委員会ニュースは、市のホームページにも掲載します。 

○６月に実施された地域説明会では、学童は学校から離してほしいという現場の要望があり、そのよう

な形で検討を進めてきたと思っていた。つなげて提案する理由が知りたい。 

○今は学校と離れたところに学童があり、現場としては、その利点や長所を感じての意見だと思う。 

○子どもは、学校で叱られたり、我慢したりすることもある。学校から離れたところで気持ち切り替え

をさせてほしい。家庭的な学童に行って気持ちが解放される。 

○つなげると、管理面での問題や学童との係わりが増えて、学校側が負担に感じるのでは？ 

○学校現場としては、つながっていると安心。学童に行っても「うちの子ども」という認識。 

○現在、子どもを取り巻く環境は厳しくなっている。つながっていれば、有事にはすぐに学校に行ける

し、子どもの安全に配慮することが大切。 

○学校と学童は協力・連携し、よい関係を築き、安心して子どもを預けられる施設であってほしい。 

○子どもにとって良い環境であることが大事。 

◆連絡先◆ 

○帯広市教育委員会企画総務課総務係 

電話 0155-65-4201（直通） 

○豊成小学校 

 電話 0155-48-2558 


